
04：転倒・転落発生率
分母

分子

備考

概要

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20110401 20120331 193,423 41 0.02%

210111438 20120401 20130331 192,695 45 0.02%

210111438 20130401 20140331 194,504 76 0.04%

210111438 20140401 20150331 194,126 91 0.05%

210111438 20150401 20160331 189,348 96 0.05%

210111438 20160401 20170331 189,660 99 0.05%

210111438 20170401 20180331 192,924 64 0.03%

210111438 20180401 20190331 191,035 74 0.04%

210111438 20190401 20200331 194,649 74 0.04%

210111438 20200401 20210331 174,109 55 0.03%

210111438 20210401 20220331 183,069 115 0.06%

210111438 20220401 20230331 178,114 77 0.04%

2021年度
2022年度

入院延べ患者数

医療安全部へｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄが提出された転倒・転落件数（レベル2以上）

この指標は、入院中の患者について転倒・転落は発生し、軽度（レベル2）以上の損傷を
招いた患者数の割合です。患者の不意な行為による転倒・転落は完全に防止することは
不可能ですが、そのリスクを評価・把握し、発生した際の損傷を最小限に抑えることは重
要です。
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